




要約:呼吸インピーダンス測定を新生児、乳児慢性肺障害の患児の肺機能の評価に応用で

きないか否かについて検討してみた結果、適応調和振動解析法を採用する事にした。この

方法は同期した 1周期分の信号を Fourier 級数の成分正弦波に分解し、成分波毎にこれら

の振幅及位相の周波数特性を求める方法である。これを応用することによりどのような波

形であっても容積変化と圧変化を適応調和振動解析することより周波数依存性呼吸インピ

ーダンスを求めることができる。今後この方法を用いてどの様な呼吸インピーダンス特性

を持った児が慢性肺障害になり易いのかまた慢性肺障害児の呼吸インピーダンスは何の時

期に正常化するのかについて調べて行きたい。


